
新書紹介
エ ネル ギー蓄積 する＜匿名 の悪 意＞と化 してしまってい

る。また，大なり小 なり都市人一般は，その人間 として

の存在 の深部に至 るまで都市文化の病理によって，犯 さ

れている。＜都市病理 とは＞……家族問題，非社会的問

題，反社会的問題，公害問題， スラ ムの問題等々 の具体

的な現象を通して，都市化 の激しい発展に 伴って発生 す

る社会病理である とされる。

小さくは家族間 の問題，大 きく は労資 間の問題 ，環 境不

全 の問題， さらに それらの都市病理 の現象の中で，徐々

に犯 されて ゆく我々 の心の問題 ……大都市の中で孤独 と

不安 と疲労と焦燥感を強い られてい る都市人，つまり我

々 にとって，今ひ とたび，これ らの問題を直視するた め

にも一読をすす める。
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Ａさんの問 題。Ａさんは当年 とって65才 。 30年前に夫 を

亡くし，以後，家政婦 として働き ながら，一人息子 を育

てるこ とに唯一の生き甲斐 を見い出 して きた。その息 子

も結婚して，し ばらくＡさんと別居 。しかし，一年前に

家 を建て るこ とにより同居 。その時，A さんが永い間，

ツメに灯 をともす思いで貯えて きた100 万円を投資。そ

の時 の条件 として は，A さんの望み通りの一部屋が与え

られるこ とに なってい たが，い ざ建ってみる と，A さん

の部屋 は北側の，窓をあけて も隣家の壁しか見えない，

陽の当らない暗い部屋 。

Ａさんは，毎日，不満をいい，家族に嫌味 をい うよ うに

なった。その結果 として，息子夫婦 はＡさんが精神的 に

異常ではないか と， 保 健 所 の精神 衛生 相談に訪れてき

た 。しかし，A さ んは 何ら異常 はなかった。

こ の問題は， 今 日の核家族 にともなう老人の 問 題 であ

り， また都 市にお ける住宅 の問題であ り，ま た，こ の家

族を通して みる都会人の心の問題でで もあ る。こうした

都会人の心は，本書の表現による と，都 市 文 化 の病理

は，すでに我々 の感覚 と思考 と態 度そ のものを＜不可 視

的に浸透＞するとい う意味で汚染 され た大気 以上 に厄介

であり，物質的空間 の改善に よって 解消される ものでは

ない，とされている。

日々，我々の 相 談 室 には，諸々の相談が持ちかけられ

る。それ らの中に は，個人の力では解決され得 ない，都

市生活 をしてい るが故に，い いかえるならば, 「都市病

理」の一端 がその原因となっている と思える顕著 な例が

多い 。

古代ギリシヤ時代においては，ポリ スは人 間の創造性 の

証しであった。しかし，本書によ るならば今 日において

は，都市は受動性 と無力感 を，そして ，破 壊的能動性の
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イギリスと日本，そしてあるいはアメリカとイギリスと

では，それぞれの国の社会的風土と政治諸制度のちがい

が伝統的にあり，自治体改革あるいは地域民主主義の再

生という課題が内包している問題にも多くのちがいのあ

ることは，いうまでもない。だがこの本を通読してまず

印象ずけられたことは，その相違点よりも共通の問題状

況である。それは，現代の工業文明の発達によって，コ

ミュニティあるいは広い意味での人間環境に加えつつあ

る変貌の性格がおなじものとなりつつあること，そして

もうひとつは，政治社会的なことであるが，新しい意味

の官僚性＜合理主義＞の市民社会への浸透からもたらさ

れた自治体の空洞化，地域民主主義の主体の衰弱という

ことである。著者は「日本語版への序文」の最初のとこ

ろで，このことを次のように述べている。

― 世界中いたるところで，市井の人びとは，自分の環
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